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１．研究概要（目的・狙いなど） 

 現在、空港のコンセッションが日本国内では 18％しか進んでいない。しかし、コンセッションは公民双方にメリットがあり、推進し

ていくべきであると考える。そこで本研究では、コンセッションが進まない原因を明らかにし、改善策を提案することでコンセッション推

進を図る。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

 1990 年代に、イギリスで始まったのを皮切りに、世界で空港の民営化が進んでいる。日本においては、2011 年に PFI 法が改

正され、手法の 1 つであるコンセッションを用いての民営化が可能となった。他国での民営化の進み具合とは対照的に、日本国

内においてはコンセッションがあまり進んでいない。しかしコンセッションという制度は公共と民間双方にメリットがあるため推進して

いく必要がある。 

 

３．研究テーマの課題 

 空港を運営している公共、コンセッションを実際に行っている民間に、コンセッションのプロセスに問題があると思うかヒアリングした

結果、公募後のプロセスは問題視していないことが分かった。そこで公募前のプロセスに問題があるのではないかと仮定し、なぜ公

募に至らないのかをヒアリングした。その結果、公共側はコンセッションで公募しても応募する民間がいないと考えているため公募を

行わない。民間側はコンセッションが可能であると考えているが、その意欲が公共側に伝わっていないことが問題であることが判明し

た。以上の結果より、公民で公募前に意識のずれがあることが分かった。これは公募の前段階において、公共側がコンセッション

の導入を検討する事業の発案段階に欠陥があるといえる。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

 コンセッションを進めるためには、公民で公募前に意識のずれがある状態を解決する必要がある。現在のコンセッションには、事

業の発案段階で公民のずれを解消する仕組みが存在しない。よって、公民が事業の発案段階で対話できる仕組みを作ることに



よって、公民の意識のずれを解消し、コンセッションの推進を図る。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

 まず、コンセッションのプロセスに問題があるかを知るために、静岡県文化・観光部空港政策課と、コンセッション事業の選定に応

募した民間企業 11 社に面談・メールにてヒアリングを実施した。その結果、双方公募後のプロセスに問題意識はないことが分かっ

た。そのため公募前のプロセスに問題があるのではないかと仮定した。 

 そして、なぜ公募に至らないかを調べるために、42 空港管理自治体と、コンセッション事業の選定に応募した民間企業 11 社

面談・メールにてヒアリングを実施した。その結果、公共側は空港の運営状況などから民間企業が応募してこないと考え、コンセッ

ションが難しいと主張していること、民間側は公共が問題視している部分を民間企業が運営することにより改善可能であると考え、

コンセッションができると主張していることが分かった。 

 

６．結果や今後の取り組み 

 私たちは公民が対話することにより、コンセッションが進むと考えている。そのため公民が対話をできる仕組みを提案する。 

 今後の取り組みとしては、私たちの提案する仕組みについて公共側として静岡県文化・観光部空港政策課と 42 空港管理自

治体に、民間側としてコンセッション事業選定に応募した 11 社にヒアリングをする。そしてその仕組みの実現可能性を探り、具体

的な提案に結び付ける。 
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【企画シート作成上の注意】 ※「第９回 西日本インカレ（合同研究会）大会参加要項」も合わせてご確認のうえ、企画シートの作成を行ってください。 
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